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【　断面図　】

下体縫製ライン

下体合わせライン

12

この誤差を修正する

⑥パイプ円周誤差修正

フレームセンターライン

50

40

1 級 P30
2 級 P29

16π÷4-2＝10.56となる
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下体縫製ライン

修正後ライン修正前ライン

下体合わせライン

仕上げライン

A1あたりから

緩やかに修正する

フレームセンターライン

※課題では50ｍｍの指定だが、
　縫込みロープの円周を加味
　して52ｍｍとする
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A0

縫
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1 級 P31
2 級 P30

Ａ０位置はこちらが正しい



⑦仕上げラインに縫い代を描く

下巻き込み部は43ｍｍ、それ以外の周囲は8ｍｍ～10ｍｍの各自縫製しやすい
縫い代をつける。本冊子では8㎜として説明する

※課題では40ｍｍの指定だが、
　縫込みロープの円周を加味
　して43ｍｍとする

センターに下体との
合印を目打ち

4
3

下体合わせライン
数ヶ所に目打ち

仕上げライン

裁断ライン
コンパスの交点を
合印とする

下体縫製ライン

型紙を裁断ラインでカットする

型紙は作品の精度に関わるため正確にカット
する

ポイント：
クラフト紙等の薄い型紙の場合は、半分だけ
描画して型紙を半分に折ってカット、合印する
こともできる
時間短縮になるメリットがある半面、誤差が生
じた場合左右で2倍の誤差になるのでより正確
にけがき、カットする必要がある

ポイント：
型紙を生地の上に置いて一緒にカットする方法も

1 級 P32
2 級 P31

4
3

折り返し代を左右とも
3㎜広げると縫製しやすい

33


